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研究成果の概要（和文）：タイで流行するブタレンサ球菌感染症の臨床細菌学的研究 

2006-8 年のタイ国内のブタレンサ球菌 179 症例の調査において、本症は北タイに多発
し、原因菌の大半が血清型 2(92.2%)、次いで血清型 14(6.7%)であった。また、世界で初め
て血清型 5，24 による症例を確認した。血清型 2 による症例の 58.9%が髄膜炎で、主要な
ゲノタイプである ST１株は髄膜炎と有意な相関が認められた。パヤオ県で実施した疫学
調査において、一般住民あたりの罹患率は 6.2/100,000 と算出され、22 例（71%）に生豚
製品の摂食歴があり、摂食後 2 日で発症することが判明した。 
 
研究成果の概要（英文）： Clinical and microbiological research on Streptococcus suis 
infection in Thailand 
Of 179 human cases whose bacterial cultures for blood and/or cerebrospinal fluid were 

positive for Streptococcus suis during 2006-2008 in Thailand, the major pathogens are 
serotype 2 (92.2%), followed by serotype 14 (6.7%). Previously unreported cases caused 
by serotype 5 and 24 were also confirmed. 58.9% of human cases with serotype 2 was 
meningitis. The major sequence type (ST) 1 strains were significantly associated with 
the meningitis. In a study in Phayao province in 2010, the estimated incidence rate 
was 6.2 per 100,000 in the general population. Consumption of raw pork products was 
confirmed in 22 cases (71%) and the incubation period was 2 days after consumption of 
raw pork products.   
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研究分野：医歯薬学 B 
科研費の分科・細目：感染症内科学 
キーワード：ブタレンサ球菌、髄膜炎、敗血症、タイ王国、人獣共通感染症、食の安全 
 
１．研究開始当初の背景 
ブタ連鎖球菌(Streptococcus suis)はブタの
上気道に常在するグラム陽性球菌であり、ブ

タのみならずヒトに髄膜炎、敗血症を含む致
命率の高い侵襲性感染症を惹起する人獣共
通感染菌である。2007 年までに世界中でヒ
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ト感染症は 500 例余りが報告され、そのほと
んどが S. suis serotype 2 (SS2)に起因すると
されている(Lun ZR, et al. Lancet Infect Dis 
7:201,2007)。2007 年 5 月に北タイ、パヤオ
県で発生したヒトでのアウトブレイク事例
（患者 33 名、死者 3）以来、本症のタイ国内
での新興・人獣共通感染症としての認識はに
わかに高まっている。とりわけ、パヤオ県で
のアウトブレイクは、北タイ特有のブタ生肉
や生血の摂食という食習慣に起因すること
も判明し、本症は「食の安心・安全」の観点
からも注目すべき疾患である。 
 
２．研究の目的 
我々は平成 21-23年の研究期間において、１）
タイ国立衛生研究所（NIH）で収集された無
菌検体由来の SS 株を同定し、その血清型お
よび分子疫学、ヒト分離株と対応する症例の
臨床病像を解析し、本症の細菌学的・臨床的
実態を明らかにする。また、２）北タイパヤ
オ県で Population-based study を実施し、こ
の地域におけるヒト SS 感染症のリスク行動、
罹患率を明らかにし、北タイにおける本症の
排除に向けた感染症対策につなげる。 
 
３．研究の方法 
１）2006-8 年のタイ国内のヒト SS 感染症の
後ろ向き疫学調査：SS 株の同定は生化学検査、
SS 特異的 PCR 法を用いた。また、血清型につ
いては、マルチプレックス PCR 法と抗血清に
よる凝集法により決定した。また、MLST 法に
よる Sequence typing と PFGE 法によるパル
ソタイプを決定し、その系統樹解析をした。
２）SS 株の分離されたヒト症例の臨床記録を
回収し、その臨床病像（髄膜炎、敗血症など）
について解析した。 
３）2010 年から北タイパヤオ県において、７
つの病院ネットワークを構築し、パヤオ公衆
衛生局、タイ NIH(医科学局)と協力して前向
き疫学調査を実施した。血液、髄液から SS
が分離されたヒト症例を検出し、症例の臨床
病像、リスク行動、分離菌株の分子疫学検討
を実施した。 
 
４．研究成果 
１）2006－2008 年にタイ NIH で分離された
179 株のうち、165 株は血清型 2(92.2%)、12
株は血清型 14(6.7%)と判明した。これらのヒ
ト症例の 80％以上は北タイに分布し、すべて
の症例が成人であった。また、すべて散発例
であり、症例発症時期は毎年 6－9 月の雨季
にピークがあった。血清型 2によるヒト症例
158 例の病型解析では、致命率が 9.5％。ま
た、病型では 58.9%が髄膜炎で、残りが敗血
症などであった。主要な STは ST1（62.4％)、
タイ固有の STである ST104 (25.5%)であった。
さらに、ST１株と ST104 株はいずれも敗血

症、髄膜炎を起こすが、ST1 株は統計学的に
有 意 に 髄 膜 炎 カ テ ゴ リ ー と 相 関 し
（P<0.0001）、ST104 株は有意に非髄膜炎カテ
ゴリーと相関することが判明した(Emerg 
Infect Dis 2011)。また、血清型 2株のパル
ソタイプ解析において、ST１のクラスターX, 
XI, ST104 のクラスターVII, ST126 が主要ク
ラスターであった。 
さらに、タイでは初めて血清型 14 による

散発例として 12 例が検出されたが、血清型 2
と同様に髄膜炎、敗血症を起こしていたが、
致命例はなかった（J Medical Microbiol 
2009)。一株を除き、ST105 であり、PFGE 解
析でもクローナルな血清型 14 株のヒトの中
での拡散が示唆された。また、当初血清型不
明であった残りの 2株は世界でも報告のない
血清型 5と 24であることが判明した(Lancet 
2011)。特にこれらの 2 症例は肝硬変患者に
敗血症や特発性細菌性腹膜炎を発症してい
たことも明らかになった。 
２）一方、2010 年には北タイ、パヤオ県にお
いて本症の前向き疫学調査において 31 症例
が検出され、その致命率は 16.1%であった。
この結果から、パヤオ県の一般住民あたりの
罹患率は、6.2/100,000/年と算出された。22
例（71%）に生豚料理の摂食歴があり、摂食
後 2 日で侵襲性感染症を発症していた(PLoS 
ONE,2012)。また、ヒト分離株の内訳は血清
型 2（ST1）が 20 株、血清型 14（ST105）が 8
株であった。疫学調査からチェンカム地区で
5月に発生した10例中の4例において同地区
のレストラン Cでのブタ生肉料理の摂食が原
因であることが確認された。さらに、この 4
例のそれぞれの分離株の細菌学的検討から、
4 症例中の 3 症例は血清型 2（ST1,パルソタ
イプ A2）による感染であることが判明し、ク
ラスター症例であることが確認された。 
これらの前向き疫学調査により、1200 万人
の居住する北タイにおいて年間 700例以上の
症例の発生が推定された。2010 年 3 月に生豚
料理の節食に対する注意喚起する「食の安全
キャンペーン」を実施し、2011 年の前向き疫
学調査では 13 症例に減少した。これらのパ
ヤオ県の疫学調査の結果を受けて、タイ保健
省は 2012 年から「食の安全キャンペーン」
を北タイ全体に展開させ、北タイからの本症
の排除を目指している。 
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